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 作業療法  循環器連携のご案内 

検査・CTのご案内 HPリニューアル 

け や き 
おうら病院地域連携室だより 

令和3年 新年号 

病院理念 やさしさに出会う医療を やすらぎに出会う医療を そして、生きがいに出会う医療を 

基本方針 

1.患者様の権利と意思を尊重し、合意と理解に基づく「患者様主体の医療」を行います 

2.チーム医療を実践し良質かつ安全な医療を提供します 

3.地域の医療機関・福祉施設と密な連携を図り、地域医療の発展に貢献します 

4.職員一人一人が技術のさらなる習得に励み、最良の医療の提供を目指し、明るく豊かで思いやりのある 

 病院づくりを行います 

5.医療資源の適正利用と健全経営を遂行します 
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 新年のご挨拶 

おうら病院 

地域医療連携室 ＴＥＬ 0276-88-8611 お問い合わせ 

医療法人社団  

  醫光会 

 あけましておめでとうございます。皆さまが健やかに新年を迎えていることを願ってお

りますが、このコロナ禍の中、初詣に行くのも控えてステイホームでいつもと違った新年

をお過ごしのことと推察いたします。昨年4月におうら病院の院長に就任して9か月経過

するわけですが、COVID-19感染症の対応に右往左往した9か月でありました。当院は感

染症指定病院ではありませんが、発熱外来を設置してCOVID-19の抗原検査/PCR検査(陽

性者が20名程でております)を院内で行い、地域における責任ある医療機関としての役割

を果たしてきたものと自負しております。またCOVID-19感染症が疑われる患者様の入院

対応も10名程ではありますが行ってきました(PCR陽性者が1名ですがでております)。病

院内にウィルスを持ち込まないことをスローガンに院内の感染対策委員会が中心となって

発熱患者様に対するマニュアルを作成し、ゾーニング・ドライブスルー方式での抗原/

PCR検査等を行ってきたわけですが、今のところ幸いなことにクラスターは発生しており

ません。このことは、当院の職員が普段から標準予防策が徹底できていたことの賜物と考

えております。 

 さて、先程も申し上げましたように私は昨年4月におうら病院に赴任してきたわけです

が、当地における糖尿病診療の充実を目指していきたいということが一番の目標でありま

す。2018年度から群馬県でも開始された糖尿病腎症重症化予防への取り組みもしっかり

と行っていきたいと考えております。邑楽町では6名の方が重症化予防指導に抽出され、

そのうちの2名の方を当院で診させていただいておりますが、透析導入を回避することを

目標に、禁煙指導ならびに減塩やたんぱく質制限(高齢者には行わない予定ですが)といっ

た食事指導を行わせていただいております。また、現在では、低血糖リスクのない、体重

ももしかしたら低下させることができ、さらに、心血管イベントの抑制や腎保護的にはた

らく薬剤もありますので、このような薬剤も有効に活用していきたいと考えております。 

コロナ禍ではありますが、今年も患者様や地域住民の方、地域医療機関の皆様のご期待に

沿う良質な医療を提供できるよう職員一同努力していく所存です。皆様にとりまして本年

が良い年でありますよう祈念して新年の挨拶とさせていただきます。  
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ホームページをリニューアルいたしました 

 当院外来各科の紹介から、入院に関することや、患者様への多くの情報提供はもとより、

地域の医療機関・福祉施設とより連携を図らせていただくために、関係者の方への情報を

大幅に追加と変更をさせていただいております。・CT共同利用時の流れから、予約方法・

転院相談のご案内・外来受診の予約方法ならびに、予約票の書式ダウンロードまで行う事

が可能になっております。 

 今後もより最良の医療をご提供できるような情報を随時更新させていただきますので、よ

ろしくお願いいたします。 https://www.ora-hosp.or.jp 

・お見舞いメッセージ 
 現在コロナウイルス感染症予防の為に、入院患者様へのご面会

を禁止させていただいております。 

 その中でも、患者様とご家族様など、お気軽にコミュニケー

ションを図れるように、ホームページより患者様へお手紙をお

届けさせて頂くサービスを行っております。当院への入院・転

院をご検討されている患者様、ご家族様へひとつのツールとし

てご案内を頂ければと思います。よろしくお願いいたします。 



 

 

 ２ ３ 

「作業療法」~Occupational Therapy~ 
  

当院は、これまで理学療法士のみでリハビリ 

テーションを実施して参りましたが、新たに 

作業療法士が仲間入りし、入院時から退院 

までの間、身体と心の支援をさせていただく 

体制を整備しております。 

 作業療法では、基本的な動作能力から、社会 

の中に適応する能力を維持・改善し「その人らしい」生活の獲得に向けた 

支援をさせていただきます。患者様が生きがいをもって、豊かに生活を 

送ることができるよう、身体的支援のみならず、精神的支援まで、笑顔で 

心の通ったリハビリテーションを提供いたします。 

 

循環器地域医療連携のご案内 検査・共同利用のご案内 

 

 

 放射線科では冠動脈CT（80列）を行っております。 

 冠動脈CT検査は、心臓カテーテル検査に比べ、患者様の身体的

負担を大幅に軽減するだけでなく、検査費用も安価で外来ででき

る検査です。冠動脈の評価だけでなく、同時に肺血栓塞栓症、大

動脈解離や肺がんなどの肺野病変の評価なども可能であり、胸部

症状の出現時の診断に非常に有用です。また、糖尿病などの動脈硬化リスクの

高い方の無症候性心筋虚血の早期発見にも有用です。 
  

 地域医療機関の先生方には、これらの機器を御自身の施設の機器のごとく御

利用していただきたいと思っております。 

 高齢化の進展とともに、心不全の疾病構造も変化してきております。 

心不全を発症された方の基礎疾患には、収縮障害（陳旧性心筋梗塞や特定の心筋症な

ど）、拡張障害、不整脈、弁膜症や高血圧症などがあり、さらにその方の全体像をみる

と、糖尿病や慢性腎臓病があり、フレイルやサルコペニアも進んでいるといった様々な

疾病を合併されている場合が多々あります。また、独居や認知症といった要因も治療に

影響を与える場合があります。 

 近年さらに、心不全治療は発展して、適切な治療で予後やQOLの改善が可能になってお

ります。多彩な背景や併存疾患を考慮しながら、患者様とご家族様の思いに寄り添った

治療を行ってまいります。 

 適切な医療連携の中で、迅速に心不全への精査加療を当院で行っていきたいと考えてお

ります。心エコー、ホルター心電図や冠動脈CTなどの検査で心不全の原因疾患の精査

や、心不全増悪時の入院加療、リハビリなどを担っていければと思います。また、虚血

性心疾患などに対するカテーテル治療が必要な場合は、東邦病院・太田記念病院・館林

厚生病院・足利日赤病院などとの連携で迅速に対応しております。その後の患者様の通

院はかかりつけ医で行われ、当院で必要に応じてフォローさせて頂きます。 

心不全などの心疾患に対する、気軽で質の高い地域の窓口を目指しております。  
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・治療薬選択 

・治療入院 

・合併症精査 

初診外来 

・お薬の処方 

・定期検査 

定期通院 

 

・新規発症 

・治療薬調整 

・合併症評価目的 

患者様紹介 

 

・悪化時の対応 

・合併症への対応 

・合併症進行評価 

経過診療 

緊急心カテ 

・睡眠呼吸障害について 
睡眠呼吸障害は心不全発

症の原因にもなるほか、

心不全の状態の悪さのあ

らわれでもあります。心

不全に合併する睡眠呼吸

障害を適切に評価し、最良の治療を行うことは、

睡眠呼吸障害の改善ばかりではなく、心機能の改

善や生命予後の改善も認められます。 

 当院のPSG検査は、

トイレにも自由に行

け、病室内を自由に

移動もできます。 


